





















































































































































































































(7) 伊藤，前掲書， pp. 16-17， 
(8) 伊藤，前掲書， p. 17， 
(9) 藤原資料日本現代史 1.J p. 357 
(10) 伊藤，前掲書， p. 18， 
(1) 津布久寅治『魔境ニューギニア最前線』叢文杜， 1982， p. 521， 




























































































































































































































































































注(14) 遠山茂樹・今井清一・藤原彰『昭和史.!l (新版)， 1959， p. 245， 246. 
(15) 服部卓四郎『大東亜戦争全史」原書房， 1965， p，1016によれば 1937年以降の侵略
戦争(大東亜戦争〕の犠牲者数は，陸軍(軍人および軍属)の死亡・行方不明者数
1，439，101名・不具・廃疾者数85，620名，海軍(軍人および軍属)の死亡・行方不明
















































みると，将校:下士官:兵=1 : 4.6 : 28.4となる。
(20) 将校の下士官・兵・軍属にたいする冷酷な仕打ちは海軍でも同じであった。第 216
設営隊(約 1，000人)の軍属であった西川菊太郎氏は，少年兵たちの最後を語ったあ


























































































































長かである氏は， 1943年 9月泥沼のジャングルを敗退する途中で 7人の部下
を失なったことが心に残った。翌年はじめにはフィニステール山系の縦走の









































































































の政治と社会①」大月書庖， 1980， p. 7，など。
(48) 戦争の実像を明らかにし，継承するために，固く口を閉ざしてきた少数の下級兵士
からもこれだけの発言を聞きだす努力をかさねてきた「読売新聞」取材班の熱意と骨
折りをも讃えるべきであろう。
側前掲拙著，参照。
(付記〕本稿に使用した資料の収集について協力を惜しまれなかった中尾慶子氏に感謝の
意、を表したい
(1985.8.23J 
